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手取川上流は日本で屈指の深積雪地帯である。　いままでに観測のある地点でも，その最深積雪の記

録は内尾537cｍ (1918),白峰470cm

　(1945),中宮464cm(1934),新保440

cm(1940),目附谷428㎝(1957)。市ノ

瀬415cm(1940)〔金沢181cm (1963)〕

となっている。これは，この地帯に

豪雪頻度が多いためで，これを原因

別に示すと，表1 になる。

　ここに大雪とは24時間の積雪増が

30cm以上あった場合をとった。豪雪

の原因は次の通りである。

　（Ａ）　南海低気圧の北側　　主とし

て，太平洋側に大雪があるが，日本

海側の山沿い地方でも大雪があり，

手取川上流にも大雪がある。

　(Ｂ)二つ玉低気圧　　Ａと同様の



大雪出現頻度分布を示す。

　Ａ十Ｂの場合の大雪出現頻度分布をFig. 1に示す。

　（ｃ）日本海低気圧の前面　　Ca,非季節風型　全般的気圧配置が季節風型でないとき。　　Cb,季

節風型　北西季節風型気圧配置のとき，日本海に低気圧あり。

　（Ｄ）日本海低気圧の通過による大雪　　Da　非季節風型，　　Db　季節風型

　（Ｅ）寒冷前線の通過による大雪　　Ea　非季節風型，　　Eb　季節風型

Ca, Da, Eaの非季節風型のときは，後述のFa, Fc, Fdとほぼ同じ大雪出現頻度分布を示す。

Cb, Db, Ebの季節風型のときは，後述のFbとほぼ同じ大雪出現頻度分布を示す。

　（Ｆ）季節風型　　Fa　季節風が弱いとき（中部地方で），Fc　季節風が典型的, Fd　季節風衰弱

期

Fa, Fc, Fdの場合の大雪出現度分布は，ほぼ同じであるがFcの場合，大雪域は広く分布するが，

Fa, Fdのときは局地的である。何れも日本列島の背陵山脈の西側に多く，山中にもある。

日本海海岸地方には比較的降雪量少い。

代表的例としてFcの場合をFig. 2 に示す。

　Fb　季節風型で日本海上に擾乱がある場合。季節風型気圧配置であるが，等圧線が海上で低気圧性曲

率をもつ様に,湾曲したり，小さな谷状になったりして，小低気圧又はメソ低気圧があると思われる場

合である。この場合はFcと同じく，日本列島の背陵山系の風上側に，大雪の出現頻度が甚だ多いが，

Fcと異なる点は日本海の海岸地方にも大雪が多く出現する。出現頻度の特に多いのは新潟県中部から

西で富山，石川両県，福井県中部まである。この例をFig. 3 に示す。上述の様に手取川上流は何れ





の原因による大雪も，特に出現多いことが明らかで，手取川上流に豪雪が特に出現し易いことは観測

的統計的事実である。 Fig. 4 はすべての大雪原因の総計の出現頻度分布を示したものであるが手取川

上流が日本でも大雪多発地帯であることが明らかである。

　次に豪雪はどうして降るのであろうか, この点を少し考えて見たい。

　豪雪時の気温　　高温なときは雨であるが，低温なとき雪となることは論を待たぬ。　これは降水の

一般論で大雪となると話は違う。 Fig. 5は輪島高層700mbの温度を縦軸に，輪島から南東方向の大

雪域までの距離を横軸にとって，大雪の原因別の温度を調べたものである。北アルプスより南東側で

は前述のように南海低気圧，二つ玉低気圧による大雪であるが，北アルプス北西側では季節風による

大雪が多いのである。両者の相違は，モの降雪域のみならず，気温にある。低気圧による大雪は季節

風によるものより一般に高温である。　これは.低気圧による大雪は雨雪の限界温度近くで大雪になっ

ているのであって，低温な場合は降雪量が減ずるという降水の一般論原則に従っている。　しかし，季

節風による大雪は低気圧による場合よりlO℃以上も低温なときに出現している。季節風時の大雪は，

低温な気層が，高温な日本海上を吹送するときの蒸発と下層の加熱とによる上下の不安定が起き，こ

れによる対流が原因であって上層が低温なほど降雪は活発である。　レーダー観測によれば，雪雲は海

上で発生する積乱雲中に発達し陸地に吹送される。気流の山岳による地形上昇中では雪雲の発生，発

達は見られない。　もとより，地形上昇による凝結はあるであろうが，この場合は低温空気であるから

淡い雲を作るに止り濃密な雪雲には到らないのであろう。

　即ち，アジア大陸を出発した気団は低温乾燥なものであるが，高温な日本海の対馬暖流上を流れる

うちに,下層は高温多湿となり，一方上層は依然低温であるか b. 対流は活発になり積乱雲が発生

し，雪雲が出来る。　しかし雲中では上昇流があるめで雪片の落下はさまたげられ，海上では降雪は少

い。雪雲が陸上に流されると，陸地は低温であるから対流は次第に衰えるので，雪片は落下し始め



るｏこのとき雪雲の高さは3 －4kmであって，その水平移動の速さは ,季節風速の20m/s にも及ぼ

う。雪片の落下速度はl m/s 程度とすれば, 3kmを落下するには3000sの時間がかかり，落下点は

海岸より風下内陸60kmになる。途中に高い山脈があれば, ここに季節風はさえぎられ，雪雲も水平運

動を停止し, ここに豪雪を起す。これが，手取川上流の豪雪である。

　これで山側の大雪の説明はつく。参考まで海岸の大雪の機構については次の如くである。　前述の様

に，海岸の大雪時の気圧配置はCb. Db, Eb, Fbの場合であって，季節風型であって日本海上に低

気圧，前線又は小擾乱のあるときである。　日本海に低気圧等の擾乱があれば，その東側では東よりの

風が吹こうとするから，季節風は部分的に衰弱する。　ここで大雪が起る。　これが海岸の大雪である

が，低気圧は部分的であり，又移動するから広い範囲で見れば又長時間では季節風は卓越し，このと

きでも山側でも大雪はあり得る。日本海岸全般的にいって，海岸だけに大雪があり，山側ではなかっ

た例は甚だ稀である。雪雲が内陸深く吹き送られなかった部分に ,海岸で降雪するのである。　要する

に上層気温が低いほど，風が強いほど，山側の降雪は多くなる。　　　　　　　　　　　　　　

　日本海上の擾乱　　表１で見られる通り，山側の大雪もDb, Eb, Fb等の季節風型で海上に低気圧

前線又は擾乱があった場合の頻度が多くなっている。　日本海上で小低気圧が発生して発達する例はよ

く見られる。天気図上で低気圧としてはっきり認められなくとも，小擾乱として存在することは知ら

れている。この小擾乱につき一見解を述べて見たい。

　冬型季節風のいわゆる西高東低の気圧配置は大陸高気圧の発達が主因である。　この大陸高気圧も良

く観察すると中国本土に中心のある中緯度高気圧と旧満州より北に発達する高緯度高気圧に分離して

考えられる。これに従って，季節風の風系も, 700mb高度では，日本海北部は北西風であり南部では

南西風になっている。　これ等両風系の境界域は収束線になり，この収束線に沿うて小擾乱または小低

気圧が発生する（Fig. 6）,大雪域はこの収束線付近で起る。この収束線は人工衛星の観測からも確め



られた。

　この収束線の日本海岸と交る点付近が豪雪域になる。これは，北緯37°付近に最多出現頻度がある

が，稀に北偏して北海道，また南偏して山陰でも起るごとがある。それで豪雪はFig. 7で示した様

に,新潟県中部から福井県中部の間に多出現が見られる。
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